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日 時 11月11日（土）16：00～18：00
場 所 京王プラザホテル（新宿) 本館４階 花
会 費 前納 8,000円（同封の振込用紙をご利用下さい)

当日 10,000円

☆昭和28年以前ご卒業 前納 4,000円

当日 5,000円

参加者情報 URL http://www.shinna.iis.u-tokyo.ac.jp

先輩、後輩が一同に会し懇親を深める年に１度のチャンスです。懐かしい思い出話に花

を咲かせるとともに、近況を語り合い、先輩後輩を交えた幅広い情報交換を気軽にできる

場となります。参加しなければ始まりません。皆様お気軽においで下さい。

昨年のアトラクション「本郷界隈は今 」は大変好評でしたが、参加者の皆様から「五

号館はどうなっているのか」という質問を多くいただきました。そこで今年のアトラク

ションでは、現在の五号館について、ハード面（設備など）、ソフト面（学生気質など）の

両面から紹介させていただきます。五号館もこれまで様々な変化を遂げてきておりますの

で、「時代の流れに合わせ進化

する五号館」と題して、写真や

ビデオを使って現在の五号館

を紹介させて頂きます。現在幹事は総力をあげて取

材しております。請うご期待です。

懇親会費をお振り込み頂きますと、順次、親和会

のウェブサイト（ホームページ）にお名前などを掲

載させて頂きます。皆様の『恩師』や『先輩』、『同

期』の方々のご出席者の輪が益々拡がることと期待

しています。
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温
故
知
新

良
き
師
良
き
友
良
き
縁

吉
田
忠
雄
（
平
成
３
年
退
官
）

私
は
、
学
生
時

代
は
応
用
化
学
科

工
業
化
学
専
修
に

在
籍
し
、
縁
あ
っ

て
東
京
大
学
に

戻
っ
て
か
ら
は
、

燃
料
工
学
科
続
い

て
反
応
化
学
科
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
各
段
階

で
良
き
師
良
き
友
に
恵
ま
れ
た
。
卒
業
論
文
の

指
導
教
官
は
加
藤
新
八
郎
先
生
で
あ
っ
た
。
ユ

ニ
ー
ク
な
先
生
で
、
ゼ
ミ
で
の
話
は
面
白
か
っ

た
。
私
が
卒
論
実
験
を
や
っ
て
い
る
時
に
、
先

生
は
自
ら
手
を
下
し
て
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
の
締

め
方
を
や
っ
て
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
今
で
も

憶
え
て
い
る
。
当
時
か
ら
火
薬
に
は
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、
火
薬
学
専
修
の
難
波
桂
芳
先
生
、

疋
田
強
先
生
の
授
業
を
受
け
た
。

同
級
生
の
中
に
は
世
話
好
き
が
い
て
応
用
化

学
科
各
先
生
の
講
義
中
の
写
真
を
撮
っ
て
皆
に

配
っ
た
。
手
元
に
あ
る
が
私
の
宝
で
あ
る
。
応

用
化
学
科
で
は
３
人
の
親
し
い
友
人
が
い
た
。

一
緒
に
尾
瀬
に
行
っ
た
り
、
伊
豆
に
行
っ
た
り

し
て
楽
し
い
時
を
す
ご
し
た
。
残
念
な
が
ら
一

人
は
物
故
し
た
。

大
学
を
４
年
で
卒
業
す
る
と
日
本
化
薬
㈱
に

入
り
、
山
口
県
の
厚
狭
作
業
所
で
ニ
ト
ロ
グ
リ

セ
リ
ン
や
ジ
ニ
ト
ロ
ト
ル
エ
ン
の
製
造
に
当

た
っ
た
。
良
き
先
輩
に
恵
ま
れ
会
社
に
お
け
る

現
場
研
究
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
。
ま
た
職
場
の

人
達
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。
石
油
化

学
製
品
の
開
発
の
為
に
京
都
大
学
化
学
研
究
所

に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
良
き
師
良
き
友
に

会
っ
た
。

縁
あ
っ
て
燃
料
工
学
科
の
難
波
先
生
の
所
で

働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
学
位
を
取
る
た
め
に
あ

ま
り
授
業
負
担
無
し
に
５
年
間
研
究
に
専
念
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
時
の
燃
料
工
学
科
は
暖

か
い
雰
囲
気
で
、
難
波
先
生
、
安
東
新
午
先
生
、

疋
田
先
生
、
石
川
肇
先
生
、
岡
崎
一
正
先
生
、

浅
羽
哲
郎
先
生
、
皆
親
切
で
あ
っ
た
。
学
位
取

得
と
同
時
に
東
大
紛
争
が
勃
発
し
た
。
私
に

と
っ
て
は
学
位
取
得
後
で
あ
っ
て
幸
い
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
契
機
に
私
は
仕
事
を
早
く
こ
な
す

よ
う
努
力
し
た
。

疋
田
研
究
室
の
米
田
圀
昭
さ
ん
と
は
よ
く
一

緒
に
酒
を
飲
ん
だ
。
学
生
達
に
も
恵
ま
れ
た
。

一
緒
に
よ
く
野
球
を
や
り
、
ス
キ
ー
に
行
き
、

麻
雀
を
や
っ
た
。
あ
る
時
か
ら
学
生
に
は
麻
雀

は
勝
て
な
い
と
悟
り
、
麻
雀
は
や
め
た
。

60
歳
で
東
京
大
学
を
停
年
退
官
す
る
と
、
私

は
法
政
大
学
工
学
部
に
勤
め
た
。
小
宮
山
宏
先

生
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
学
生
に
恵
ま

れ
、
楽
し
い
時
を
す
ご
し
た
。
法
政
大
学
野
球

部
に
名
監
督
山
中
正
竹
氏
が
帰
っ
て
き
た
。
法

政
大
学
野
球
部
は
東
京
６
大
学
で
何
回
も
優
勝

し
た
。
野
球
の
好
き
な
私
は
何
回
も
神
宮
球
場

に
足
を
運
ん
だ
。

法
政
大
学
の
停
年
の
２
年
前
に
こ
れ
も
縁

あ
っ
て
故
郷
の
足
利
短
期
大
学
に
転
職
し
た
。

高
校
時
代
の
塾
の
恩
師
和
田
良
信
先
生
の
お
誘

い
で
あ
る
。
更
に
縁
は
続
き
、
１
年
後
は
足
利

工
業
大
学
学
長
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

和
田
先
生
に
「
私
は
運
が
良
い
で
す
」
と
申
し

上
げ
た
ら
、
浄
土
宗
の
高
僧
和
田
良
信
先
生
は

「
吉
田
君
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
縁

な
の
で
す
」
と
い
わ
れ
た
。
以
来
私
は
縁
と
い

う
言
葉
を
大
事
に
し
て
い
る
。

私
の
足
利
工
業
大
学
に
お
け
る
任
期
も
終
わ

り
に
近
づ
い
て
き
た
。
し
か
し
、
私
は
関
係
者

の
勧
め
も
あ
り
、
ま
た
協
力
者
を
得
た
の
で
通

称
「
花
火
大
学
院
」
を
平
成
18
年
４
月
か
ら
開

設
し
た
。
そ
し
て
、
今
は
花
火
の
研
究
・
教
育

生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。
更
に
、
故
郷
足
利
で

何
人
か
の
知
友
を
得
た
。
こ
の
人
達
と
今
ま
で

続
い
て
い
る
旧
友
と
の
交
友
は
、
老
い
先
短
い

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

長
い
人
生
に
は
、
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
、
楽
し

い
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
も
縁
で
あ
ろ
う
。

是非ご予約下さい

発行予定：平成19年２月
予約価格：4,500円
（通常価格：5,000円）

同封の振込用紙が予約申込書を兼ねています。
予約ご希望の方は11月30日（木）までに振込みをお願い
します。

☆平成18年度版名簿の掲載項目
氏名，自宅住所，自宅電話番号，自宅FAX番号，自宅
e-mailアドレス，勤務先，勤務先電話番号，勤務先FAX
番号，勤務先e-mailアドレス

☆各項目の内容の加筆訂正部分を訂正用紙にてお知らせ
下さい。

☆掲載無用の項目についても同様に訂正用紙にてお知ら
せ下さい。
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こ
こ
数
年
の
プ
ロ
野
球
界
で
は
、
主
力
選
手

の
メ
ジ
ャ
ー
流
出
、
球
団
売
却
、
ス
ト
、
巨
人

戦
視
聴
率
低
下
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ

た
が
、
今
年
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
一
で
明
る
い
幕
開

け
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
好
ゲ
ー
ム
が
続
い
た

夏
の
高
校
野
球
に
注
目
が
集
ま
り
、
駒
大
苫
小

牧
の
３
連
覇
へ
の
期
待
が
、
そ
れ
を
阻
ん
だ
早

稲
田
実
業
の
エ
ー
ス
へ
の
人
気
に
移
り
代
わ
っ

た
。
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
で
汗
を
押
さ
え
る
仕
草
が

真
似
さ
れ
、
日
米
高
校
野
球
や
国
体
ま
で
テ
レ

ビ
放
映
さ
れ
る
な
ど
前
代
未
聞
の
過
熱
ぶ
り
で

あ
っ
た
。
話
題
の
主
で
あ
る
早
実
の
斉
藤
投
手

は
早
稲
田
大
学
進
学
後
に
プ
ロ
を
目
指
す
と
の

こ
と
で
あ
る
。
是
非
、
来
年
は
神
宮
球
場
へ
ハ

ン
カ
チ
王
子
を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
い
や
、

か
つ
て
法
政
・
江
川
に
初
め
て
黒
星
を
つ
け
た

の
が
東
大
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ハ
ン
カ
チ
王
子

を
倒
す
東
大
を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

私
も
か
つ
て
、
工
学
部
５
号
館
で
学
び
な
が

ら
、早
大
｜
ロ
ッ
テ：

小
宮
山
、慶
大
｜
巨
人：

大
森
、
法
政
｜
阪
神：

葛
西
、
明
治
｜
横
浜：

今
久
留
主
（
Ｐ
Ｌ
学
園
時
代
に
桑
田
と
バ
ッ
テ

リ
ー
）、
立
教
｜
ヤ
ク
ル
ト：

黒
須（
プ
ロ
入
り

拒
否
）
の
そ
う
そ
う
た
る
同
期
メ
ン
バ
ー
（
今

で
も
現
役
を
続
け
て
い
る
の
は
小
宮
山
と
楽

天：

大
島
く
ら
い
か
…
）
を
相
手
に
し
て
神
宮

で
砕
け
散
っ
た
が
、
驚
い
た
の
は
親
和
会
の
野

球
大
会
で
も
な
か
な
か
優
勝
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
私
よ
り
う
ま
い
人
は
ザ
ラ
に
い
て

野
球
人
口
の
広
さ
を
実
感
し
た
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
二
木
鋭
雄
先
生
・
山
本
順
寛
先
生
の
ご

指
導
を
受
け
、
大
学
院
は
先
端
研
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
講
義
そ
の
他
で
５
号
館
に
来
た
際

に
は
、
黒
木
さ
ん
と
５
号
館
横
で
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
、
小
方
さ
ん
の
部
屋
で
コ
ー
ヒ
ー

を
い
た
だ
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。
学
生
時
代
の

楽
し
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
黒
木
さ
ん

は
今
な
お
、
農
学
部
グ
ラ
ン
ド
で
早
朝
練
習
を

さ
れ
て
い
る
と
も
耳
に
し
て
い
る
。

親
和
会
の
野
球
大
会
で
は
決
勝
戦
の
後
、
両

研
究
室
が
懇
親
会
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昨

年
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の
親
和
会
で
、
研

究
で
は
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
が
、
親
和
会
の

野
球
、
懇
親
会
で
知
り
合
っ
た
他
研
究
室
の
知

人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
十
数
年
ぶ
り
の
再
会

と
な
っ
た
。
是
非
、
現
役
の
学
生
さ
ん
達
に
も
、

決
勝
戦
後
の
懇
親
会
を
先
生
も
お
招
き
し
て
開

く
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

こ
こ
で
、
私
の
５
号
館
時
代
の
研
究
室
選
択

と
就
職
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
私
は
、

生
体
内
の
物
質
・
現
象
を
研
究
対
象
と
し
て
工

学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
な
う
二
木
研
究
室
で

学
び
、
医
薬
系
の
会
社
に
就
職
し
た
。
こ
れ
も

ま
た
野
球
で
怪
我
を
し
、
入
院
し
た
先
で
臨
床

現
場
の
繁
忙
さ
大
変
さ
を
実
感
し
、
工
学
の
立

場
か
ら
医
療
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

感
じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
５
号
館
に

は
世
の
中
を
便
利
に
す
る
こ
と
、
快
適
に
す
る

こ
と
の
シ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
患
者
さ
ん
が
通
常
の
生
活
に
戻
る
こ
と

に
利
用
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
多
く
の
５
号
館
出
身
の
学
生
さ
ん
に
製

薬
系
企
業
へ
入
社
し
、
工
学
的
な
視
点
か
ら
製

剤
を
設
計
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
何
で
も
い
い
（
こ
こ
ま
で
は
就
職

勧
誘
）。特
に
何
か
大
き
な
き
っ
か
け
が
あ
っ
た

ら
、そ
れ
を
う
ま
く
利
用
し
よ
う
。本
題
に
戻
っ

て
、「
ハ
ン
カ
チ
王
子
を
見
に
行
く
」、
ま
ず
は
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
神
宮
へ
東
大
を
応
援
し
に

行
こ
う
。

平
成
17
年
度
会
計
報
告

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

ハ
ン
カ
チ
王
子
を
見
に
行
こ
う
!
協
和
発
酵
工
業
株
式
会
社
医
薬
研
究
セ
ン
タ
ー

製
剤
研
究
所
主
任
研
究
員

木
越

誠
（
平
成
２
年
卒
）

●
総

会

議

案
●

理
事
退
任
の
件

下
川
洋
市
（
昭
和
35
年
工
業
化
学
卒
）

瀬
田
重
敏
（
昭
和
35
年
分
析
化
学
卒
）

瓜
生
敏
之
（
昭
和
36
年
工
業
化
学
卒
）

御
園
生
誠
（
昭
和
36
年
燃
料
工
学
卒
）

三
浦
勇
一
（
昭
和
37
年
工
業
化
学
卒
）

和
田
啓
輔
（
昭
和
39
年
合
成
化
学
卒
）

相
馬
和
彦
（
昭
和
39
年
燃
料
工
学
卒
）

理
事
選
任
及
び
会
長
・
副
会
長
の
件

事務局のご案内

〒113-8656東京都文京区本郷7-3-1

東京大学工学部５号館内

TEL/FAX：03-5841-7400

E-Mail：shinna＠chem.t.u-tokyo.ac.jp

事務担当者 近藤 檀（月～土)

収入の部 平成16年度繰越金 7,180,991
年会費 346,110
第154回親和会剰余金 94,685
利息 118

合 計 7,621,904

支出の部 会報印刷費 435,891
通信費 1,357,640
親和会組織化費 38,000
大学院親和会支援費 92,678
事務局運営費 1,316,615
未収金 －398,370

合 計 2,842,454

繰 越 金 4,779,450

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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卒
論
配
属
の
時
の
岩
倉
義
男
先
生

東
京
大
学
名
誉
教
授

白
石
振
作
（
昭
和
37
年
卒
）

３
年
の
終
わ
り

頃
、
４
月
以
降
の

卒
論
の
配
属
研
究

室
を
決
め
る
た
め

に
同
級
生
が
集

ま
っ
て
希
望
を
出

し
合
う
会
合
が

あ
っ
た
。
一
研
究
室
最
大
５
名
と
い
う
決
ま
り

が
あ
り
、
牧
島
教
授
の
研
究
室
な
ど
希
望
者
が

多
く
、
抽
選
な
ど
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
岩
倉
義
男
先
生
は
、
そ
の

年
に
東
工
大
か
ら
招
聘
さ
れ
て
来
ら
れ
た
ば
か

り
と
い
う
こ
と
で
定
員
は
２
名
で
あ
っ
た
。
私

自
身
は
有
機
化
学
に
興
味
が
あ
り
、
一
度
も
講

義
を
聴
い
た
こ
と
も
な
い
先
生
に
不
安
も
あ
っ

た
が
、
思
い
切
っ
て
岩
倉
研
を
志
望
し
た
。
あ

と
一
人
Ｓ
君
が
志
望
し
て
２
名
と
な
り
、
研
究

室
配
属
は
決
定
し
た
。

４
年
に
な
り
、
岩
倉
研
究
室
と
い
う
と
こ
ろ

に
出
か
け
て
行
く
と
４
号
館
の
１
階
の
小
さ
な

部
屋
で
、
先
に
着
任
さ
れ
て
い
た
助
教
授
の
宇

野
敬
吉
先
生
と
大
学
院
生
だ
と
い
う
原
重
義
さ

ん
と
が
実
験
を
し
て
い
た
。
原
さ
ん
は
、
有
機

高
分
子
化
学
を
や
り
た
か
っ
た
の
に
昨
年
の
卒

論
配
属
の
際
、
定
員
の
関
係
で
窯
業
の
研
究
室

に
配
属
と
な
っ
た
の
で
、
大
学
院
で
は
希
望
の

分
野
に
来
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
岩
倉
研
に

来
て
い
た
の
だ
。
彼
は
東
大
岩
倉
研
の
第
１
号

の
課
程
博
士
と
な
り
、
帝
人
に
就
職
し
、
よ
い

研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
40
そ
こ
そ
こ
で
糖
尿

病
の
た
め
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
惜
し
い
人

を
亡
く
し
た
と
思
う
。
岩
倉
先
生
と
徳
山
ま
で

葬
式
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

配
属
後
数
日
し
て
岩
倉
先
生
が
研
究
室
に
来

ら
れ
る
か
ら
卒
論
生
は
研
究
室
に
来
る
よ
う
に

と
の
指
示
が
あ
り
、
例
の
小
さ
な
部
屋
に
伺
っ

て
初
め
て
岩
倉
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
恰

幅
の
よ
い
穏
や
か
な
初
老
（

）
の
紳
士
だ
っ

た
。
そ
こ
で
卒
論
の
テ
ー
マ
と
し
て
こ
ん
な
も

の
を
考
え
て
い
る
と
、
三
つ
四
つ
の
テ
ー
マ
を

簡
単
な
説
明
と
と
も
に
話
さ
れ
た
。
私
と
Ｓ
君

が
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
テ
ー
マ
を
決
め
た
後
で
、

先
生
が
、「
諸
君
が
ゼ
ン
ユ
ウ
（
善
友
）
で
あ
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
歓
迎
会
を
渋
谷
で
や
る
か

ら
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
当
日
、
原
氏
と

Ｓ
君
と
の
３
人
で
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
伺
う
と
、

ま
た
、「
ゼ
ン
ユ
ウ
の
よ
う
だ
か
ら
」と
、
レ
ス

ト
ラ
ン
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
ゼ
ン
ユ
ウ
と
い

う
言
葉
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
、
ま
さ
か
全
優

で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

岩
倉
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
は
、
過

去
10
年
く
ら
い
卒
論
生
達
が
や
っ
て
い
た
事
柄

で
、
未
だ
、
ら
ち
が
あ
か
な
い
も
の
だ
と
い
う

こ
と
で
、
し
か
も
複
素
環
化
学
絡
み
で
面
白
そ

う
だ
な
と
思
い
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
内

容
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
過
去
の
卒
論
そ
の

他
に
つ
い
て
宇
野
敬
吉
先
生
に
ご
教
示
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
は
言
っ

て
も
ま
だ
５
号
館
は
建
築
中
で
、
岩
倉
研
究
室

は
新
設
講
座
で
ま
と
も
な
研
究
室
は
な
く
、
４

号
館
の
２
階
の
祖
父
江
先
生
の
研
究
室
の
一
部

を
間
借
り
し
て
の
発
足
で
あ
っ
た
。
そ
の
部
屋

に
は
祖
父
江
研
の
研
究
生
で
兼
重
（

）
さ
ん

と
い
う
方
が
一
人
で
研
究
さ
れ
て
い
た
。
卒
論

の
学
生
が
二
人
で
何
や
ら
訳
の
分
か
ら
な
い
こ

と
を
や
っ
て
い
た
の
で
ご
迷
惑
を
か
け
た
の
で

は
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
当
時
の
こ
と
を

思
い
起
こ
し
て
い
る
と
、
様
々
な
場
面
が
走
馬

燈
の
よ
う
に
蘇
っ
て
来
た
。

今
年
の
四
月
、
広
島
の
私
の
母
校
の
高
校
で

は
創
立
百
周
年
を
祝
う
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
の
担
当
者
の
方
々
は
募
金
活

動
や
様
々
な
行
事
の
計
画
・
実
施
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
こ
と
と
頭
の

下
が
る
思
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
会
報
の
中
に

た
ま
た
ま
ハ
ン
カ
チ
王
子
の
話
が
出
て
い
ま
す

が
、
思
い
が
け
ず
甲
子
園
出
場
を
決
め
た
高
校

な
ど
で
は
、
同
窓
会
は
資
金
集
め
に
、
そ
し
て

慣
れ
な
い
応
援
団
動
員
に
と
、
こ
れ
ま
た
大
騒

ぎ
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
親

和
会
に
対
し
て
、「
そ
の
存
在
に
意
味
が
あ
る
の

か
」
と
か
、「
親
和
会
は
私
に
と
っ
て
何
の
メ

リ
ッ
ト
も
も
た
ら
さ
な
い
」
と
い
っ
た
会
員
の

方
々
の
声
が
絶
え
ず
聞
こ
え
て
く
る
か
ら
で
、

誠
に
正
直
な
ご
意
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら

で
す
。
学
校
の
同
窓
会
の
仕
事
は
、
卒
業
生
た

ち
の
動
静
を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
そ
の
情
報
や

母
校
の
現
状
を
卒
業
生
た
ち
に
適
宜
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
基
本
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
上
で

さ
ら
に
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割
は
、
卒
業
生

で
あ
る
会
員
に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
く
、

む
し
ろ
卒
業
生
た
ち
の
、
今
の
自
分
を
育
ん
で

く
れ
た
母
校
に
対
し
て
恩
返
し
を
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
、
あ
る
形
に
具
体
化
し
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
現
時
点
で
、

こ
う
し
た
意
味
で
の
親
和
会
活
動
は
、
ま
だ
研

究
室
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
支
援
や
懇
親
会

で
の
学
生
の
優
待
制
度
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ

ん
が
、
と
も
か
く
会
員
の
皆
様
に
は
、
親
和
会

を
「
卒
業
生
で
あ
る
自
分
に
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

を
与
え
て
く
れ
る
」と
こ
ろ
で
は
な
く
、「
卒
業

生
で
あ
る
自
分
が
お
礼
に
何
か
を
し
て
あ
げ
た

い
」
の
を
手
助
け
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
溝
部
・
記
）

恩
師
の
思
い
出


